
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の行事予定 

日 曜 朝      行 事 予 定 放課後

Sun3 

補習 SC 

１ 日      

２ 月  始業式 授業④B 引き取り訓練    

３ 火 きまり 

給食始 計測 6年 

生命尊重・エールウィーク始  
〇  〇 

４ 水 学 S高 計測５年    

５ 木 学 S中 計測４年 A時程   〇 

６ 金 読書 計測３年   夏休み作品展始    

７ 土      

８ 日      

９ 月 朝会 計測２年 委員会    

10 火 安全 計測１年 〇  〇 

11 水 学 S低     

12 木 運集 

JR安全教室２年 2～4校時 

野井先生講演３年 5校時 
〇  〇 

13 金 読書     

14 土      

15 日      

16 月  敬老の日    

17 火 学 S高 ミニコンサート 123年③ 〇   

18 水 学 S中 

4時間授業 研究授業のため 

2年３組のみ５時間 
  〇 

19 木 児集 A時程 たて割り班活動④   〇 

20 金 読書 

生活科見学 12年 

巨人軍体育支援授業 4年 
   

21 土      

22 日  秋分の日    

23 月  振替休日    

24 火 学 高学年 SUN長縄 〇  〇 

25 水 学 S低     

26 木 委発 学校保健委員会 14時～ 〇  〇 

27 金 読書     

28 土      

29 日      

30 月 朝会 委員会（10月度）    

 

学校教育目標 ◎元気な子  〇考える子  ○がんばる子  ○やさしい子 

 

９月の生活目標 規則正しい生活をしよう 

生活指導部 岡田 伸明 

夏休みが終わり、２学期が始まりました。夏休み中

に生活リズムが不規則になってしまった児童も多く

いると思います。起床時刻や就寝時刻を元の生活リズ

ムに戻し、規則正しい生活を送りましょう。 

まだまだ暑い日が続いています。適宜、汗を拭かせ

たり水分補給をさせたりして、体調管理に気を付ける

よう指導していきます。引き続き御家庭でも、健康状

態の確認をお願いいたします。 

「先生」 

校長  桐田 裕貴 

開校 100 周年を迎える今年度、「先生」という存在に

ついて考えることが度々あります。ニュースやインターネッ

トで取り上げられる「先生」の姿は、必ずしもよいもので

あるとはかぎりません。一方で、小学校時代のことを思い

返すとき、当時の先生の話や先生との思い出が心をよぎ

る方もたくさんいらっしゃることと思います。 

私が４年生のとき、高知県出身の先生が担任になりま

した。運動会が近付くと、それまで見たこともなかった鳴

子が高知から届き、本番では「よさこい鳴子踊り」を踊り

ました。削られる前の鰹節を初めて見せてくれたのも、そ

の先生でした。また、帰りの会のとき「地元の足摺岬には

よく台風が上陸し、海から大きな波が迫ってくるように感

じた。」「台風の目に入ると、それまで真っ黒だった空が

夕焼けの影響なのか真っ赤に染まった。」という話をして

くれたことを今でも覚えています。大人になって足摺岬を

訪れたとき、「あのとき先生が話していた場所に来たん

だ。」という思い出を回収したような気持ちになりました。 

100 周年実行委員長にその話をしたところ、「６年生

のとき、担任の先生に背中を押されて、大勢の人の前で

話す経験をしたことがあります。そのときは、うまく話せま

せんでしたが、褒めるときも叱るときも真剣だったその先

生が挑戦させてくれたことが、大人になって大勢の人の

前でうまく話せるようになりたいと思ったきっかけです。」

という話をしてくださいました。 

「先生」が担っている仕事は、決められた勤務時間の

中で到底完結するものではありません。日本中の「先

生」たちが、個々の使命感、こどもたちへの愛情、保護者

の期待に応えようという思いで頑張っています。２学期

は、生命尊重・エールウィークで幕を開けます。大三小の

先生たちが、こどもたちのやる気と成長につながるように

エールを送ります。頑張るこどもたち、そして、「先生」たち

へのエールもどうぞよろしくお願いいたします。 

台風は、特に８月から９月に集中的に発生します。過去

に日本に大きな災害をもたらした台風の多くは、９月に発

生しています。７月に配布させていただいた「災害時基本

方針」は、大森第三小学校ホームページの「教育活動」

にも掲載しています。台風や地震が発生したときの登下

校などの基準になりますので、御一読ください。 

 

令和６年度 

 

 

 

９ 月 号 

令 和 ６ 年 ９ 月 ２ 日 

大田区立大森第三小学校 

校 長  桐田 裕貴 

大森第三小学校のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでも、こどもたちの学校生活や大三小に力をくださる皆様の様子を紹介していますので御覧ください。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ https:www.ota-school.ed.jp/oomoridai3-es/  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ内「学校生活」→「学校ブログ」→「2024年度」 

 



  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈図工室から〉 

図工専科 岩﨑 裕美 

 図工室にあるクーラーが新調されました。しかし、

３階のため、だんだん太陽の光に照らされた校舎はじ

わじわと熱くなり冷えにくくなります。同様に、授業

でどんな題材を取り組むのか、始めに出会う瞬間はサ

ラッとしていますが、題材を聞いて、活動するための

興味・関心が高まると作品づくりにものすごいエネル

ギーを込めて作品に向き合います。児童が作品を片付

けて自分の教室に帰っていっても残された作品はま

だ、ホカホカです。今年は展覧会が２月にあり、１学

期から作品を作りためています。周年の行事に向けて、

全校制作の金屏風にも挑戦しています。低学年は台紙

に折り紙を貼り、中学年は花や葉の色を塗り、高学年

は健康キャラクターを金屏風の中に描いています。 

 

〈音楽室から〉 

音楽専科 工藤 未来 

今年度は、スモールステップで確実な学力が身につ

くようタブレットを利用しながら授業を行っていま

す。どの学年も積極的に、合唱・リコーダー奏・グル

ープでの合奏・リズム作りと様々な学習に取り組みま

した。 

１１月は連合音楽会があります。学校を代表して、

５年生がアプリコにて合唱と合奏の発表を行います。

日々の授業で取り組んできた成果を出し、連合音楽会

の成功を目指して取り組んでいきます。２学期以降

も、タブレットを効果的に活用しながら、大三小のこ

どもたちと共に楽しみ、音楽の授業が出来るよう取り

組んでいきます。 

 

〈外国語活動・外国語〉 

外国語担当 松下 恵 

日本の玄関口である羽田空港を擁する大田区で

は、１年生から外国語活動を行っています。授業

は担任や講師と ALTがチームで行います。１・

２年生では歌やゲームを中心に楽しみながら外国

語に触れ、３・４年生では週に１時間授業を行い

ます。５・６年生からは教科外国語として週２時

間の授業が始まります。５年生までに慣れ親しん

だフレーズをもとに英語で話したり書いたりする

活動を中心に学習を進めていきます。活動を通し

てコミュニケーションの力をつけていけるよう支

援していきます。 

〈夏休み作品展について〉 

教務部 小沼 ゆか 

夏休み明けの教室前の廊下に、こどもたちの趣

向を凝らした作品が飾られます。今年度はどのよ

うな作品展になるのか、とても楽しみです。 

自由研究に取り組むことに難しさを感じたお子

さんもいるかもしれません。でも、その試行錯誤

も含めて学ぶ面白さを知る一歩となり、研究する

過程がこどもたちの成長につながったことと思い

ます。 

９月６日（金）からの 1週間、夏休み作品展を

実施しています。ぜひ、御鑑賞ください。 

 

 

 

 

〈エールウィークについて〉 

人権部 神谷 優香 

エールウィークの取組の目的としては、一人一人の

こどものよさを見付け、そのよさを対面で伝えること

でこどもたちの自己肯定感を高めることにあります。  

学校に行きたくなくなる子が増える長期休業明けに

教師が意識して取り組むことで、効果がさらに高まる

と考えています。エールウィークでは、教師からこど

もたちへたくさんの「エール」を送っていきます。 

また、日常的にもこどもたちの言動を価値付けるこ

とで、自己肯定感だけでなく、自己存在感や自主性・

自発性、創造性なども高めていきたいと思っていま

す。 

〈防災について〉 

生活指導部  黒田 賢一 

 地震や台風などの災害はいつどこで起こるかわ

かりません。しっかりと学んでおくことで、普段か

らどう備えておくとよいのか、起きた時にどうする

といいのかを知ることができます。 

本校では毎月、地震、火災だけではなく、津波、

風水害など、いろいろな場面を想定して避難訓練を

実施しています。また、学校防災拠点会議を行い、

地域と学校が連携して災害時における非常事態の

対応について取り組んでいます。 

９月は防災月間です。この機会にいざという時

に備えて様々なことを想像し、どこに避難すれば

よいか、家族との連絡の取り方など、御家庭でも

話し合ってみてください。一人一人の避難行動を

決めることが、「自分の命は自分で守る」につなが

ります。併せてハザードマップ（災害予測図）を

活用してマイ・タイムラインの作成に取り組んで

いただきますよう、お願いいたします。 


